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研 究 概 要      ： 

（研究課題を選んだ動機、達成するための計画・目的・方法等について 200～400 字で記入してください） 

 本研究のテーマであるアルベルゴ・ディフーゾ(以下 AD)という名前を観光に関する書籍にて初め

て目にし、その内容に興味が湧いたということが研究動機である。そもそも ADとは、イタリア語

で「分散したホテル」を意味し、イタリアにて 1980年代初頭より取り組まれている分散型宿泊施

設の仕組みを示した言葉である。地方における観光のあり方に関して調べる中でこの概念と出会

い、興味を持ったことから、国内での早期運用事例となる岡山県小田郡矢掛町における ADの実態

と課題を明らかにすることを目指した。ADはその運用形態の特徴から、併せて過疎地域において

の地域活性化や空き家の活用が期待されており、近年各地で試みられている、地方創生を手助け

する取り組みとして注目されている。今回、ADの仕組みや発展プロセス、現地での取材内容をま

とめることでそのさらなる発展可能性を模索する。 

 

研 究 成 果      ： 

（研究の結果概要、結果に対するフィードバックや感想等について 200～400 字で記入してください） 

 実際に矢掛町にて現地調査を行なった結果、町のコミュニティを維持し、対外的に町の良さを発

信することができているという点で ADは大きく貢献していることが確認できた。同時に、周辺交

通機関が限られているためにアクセスが比較的困難である点、長期的な電子マネーの定着化が不

透明である点、夜間における観光客向けコンテンツが昼間に比べて大きく損失してしまっている

点といった、現地調査を通してしか分からない現状を知ることができ、まだまだ改善できる側面

もあることに気付かされた。これまでの研究を踏まえて、これらの問題が解決、改善されれば今

後この町の利便性が高まり、ADのさらなる発展が見込まれるように感じた。 
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研究成果写真      ： 

（研究過程がわかる写真や、研究結果がわかる写真などを数点貼り付けてください） 
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